
第２回 熊野川懇談会 議事骨子 

   

 

 

 

 

 

第２回熊野川懇談会が開催され、各委員の自己紹介、河川管理者による熊野川の流域概要の説明

が行われた後、現状と課題に関する情報共有化の方策、現地視察会等について審議が行われた。

第２回の議事骨子は以下のようである。 

 

１．現状と課題に関する情報共有化の方策について 

情報の共有化方策の一つとして、流域の課題等に合わせて適宜「語る会（ワークショップ）」、

「オープンハウス」等の活用を図る。 

（主な意見） 

・ 河川管理者が所有する情報（データ）については、どこにどのような情報があるのかわか

るようにしてほしい。 

・ ホームページに熊野川に係わる情報のＱ＆Ａを載せたらどうか。 

・ 分野ごとに懇談会の委員や専門家が集まり、小さなワーキングを開催して、情報の収集、

解析をするのがよいのではないか。 

・ 熊野川懇談会の委員は、現地視察を行い熊野川流域の現状を把握するとともに、流域全体

を対象としてワークショップ、オープンハウス等を積極的に推進し、地域住民にとって本

当に何が問題かを確認していくことが必要ではないか。 

・ ワークショップを「～を語る会」といった名称で流域の各地で開催し、できるだけ多くの

住民に参加いただけるよう心がける必要があるのではないか。 

・ 「～を語る会」の運営に関しては、懇談会委員（有志）、地域住民・行政、河川管理者等

が共に参加できるよう働きかけを行うのがのぞましい。できれば、地域の自主的な取り組

みに懇談会が参加する形がよいのではないか。 

・ オープンハウスを懇談会の広報、情報収集手段の一つに位置づけ、適宜可能な範囲で開催

するのがよいのではないか。 

 

２．現地視察会について 

後日、委員の要望、日程等を調整し、現地視察会の内容を決定する。 

 

３．その他 

（傍聴者からの主な意見） 

・ 流域の抱える問題の聴取に当たっては、是非とも流域自治体の意見を聴いていただきたい。 

・ 会議ではできるだけ専門用語の使用を避け、解かり易く噛み砕いて話をしてほしい。 

開催日時 平成 1７年 1 月２９日（土）1４:０0～1６:３0 

開催場所 紀宝町老人福祉センター 大ホール 

出席者： 委員※1５人 (1 名欠席)、河川管理者等 7 人、傍聴者 77 人 

     （※ 資料１ 熊野川懇談会委員 参照）



資料１ 熊野川懇談会委員 

 

  

                            （五十音順・敬称略) 

氏  名 専門分野 所   属 備考 

井伊
い い

 博行
ひろゆき

 水循環、水質（河川、地下水） 和歌山大学システム工学部教授  

浦木
うらき

 清
せい

十 郎
じゅうろう

 歴史・文化、観光、林業 浦島観光ホテル(株)会長  

江頭
えがしら

 進治
しんじ

 河川・砂防（流砂系） 立命館大学理工学部教授 委員長 

木本
きもと

 凱夫
よしお

 農業水利 三重大学生物資源学部助教授  

清岡
きよおか

 幸子
ゆきこ

 地域の特性に詳しい（新宮市） 新宮商工会議所女性会会長  

神坂
こうさか

 次郎
じろう

 歴史・文化 作家、劇作家  

椎葉
しいば

 充晴
みちはる

 水文・水資源 京都大学大学院地球環境学堂教授 
委員長代理
欠席 

高須
たかす

 英樹
ひでき

 植物、生態系 和歌山大学教育学部教授  

瀧野
たきの

 秀二
しゅうじ

 水生生物、植物 和歌山県立新宮高等学校教諭  

竹中
たけなか

 文博
ふみひろ

 広報 (株)和歌山放送相談役 委員長代理 

津田
つ だ

 晃
あきら

 地域の特性に詳しい(野迫川村) (有)津田林業代表取締役  

中島
なかしま

 千登世
ち と せ

 地域の特性に詳しい(新宮市) 河川を美しくする会副会長  

橋本
はしもと

 卓爾
たくじ

 農業経済、地域政策 和歌山大学経済学部教授  

間瀬
ま せ

 肇
はじめ

 海岸・海域災害 京都大学防災研究所助教授  

山本
やまもと

 殖生
しげお

 熊野の歴史・文化・信仰 新宮市学芸員  

吉野
よしの

 隆治
りゅうじ

 発電水力、水源地域対策 (社)電力土木技術協会専務理事  

 


